


 

大会実施要項（抜粋） 
 
2-1.競技種目と出場枠 

下表に競技種目及び出場枠の他、段級位資格要件等を示します。 
出場資格から外れている選手、またはチームの出場は、一切これを認めません。 

競技種目 出場枠 段級位資格 注意事項 
選手 
変更 

男子個人実戦競技 3 名 初段以上の男子 
プロテクター着用必須 
面ピット着用選択可※5 
試合時間 1.5 分（予選･決勝全て） 

不可 

女子個人実戦競技 3 名 初段以上の女子 
プロテクター着用必須 
面ピット着用選択可※5 
試合時間 1.5 分（予選･決勝全て） 

不可 

男子個人法形競技 3 名 
原則として 

初段以上の男子※１ 
1・2 回戦：捻体の法形 
3 回戦以降：体の法形から選択※4 

不可 

女子個人法形競技 3 名 
原則として 

初段以上の女子※１ 
1・2 回戦：捻陰の法形 
3 回戦以降：陰の法形から選択※4 

不可 

男子団体実戦競技 1 チーム 
原則として 

初段以上の男子※１ 

1 チーム 5 名※2 

プロテクター着用必須 

面ピット着用選択可※5 
試合時間 1.5 分（予選･決勝全て） 

可 

女子団体実戦競技 1 チーム 
原則として 

初段以上の女子※１ 

1 チーム 5 名※2 

プロテクター着用必須 

面ピット着用選択可※5 
試合時間 1.5 分（予選･決勝全て） 

可 

男子団体法形競技 1 チーム 
原則として 

初段以上の男子※１ 
1 チーム 5 名※6、男女混合不可 
体の法形から自由 

可 

女子団体法形競技 1 チーム 
原則として 

初段以上の女子※１ 
1 チーム 5 名※6、男女混合不可 
陰の法形から自由 

可 

男子団体展開競技 1 チーム 
原則として 

初段以上の男子※１ 
1 チーム 6 名※6、男女混合不可 
背番号着用 

可 

女子団体展開競技 1 チーム 
原則として 

初段以上の女子※１ 
1 チーム 6 名※6、男女混合不可 
背番号着用 

可 

新人団体法形競技 
2 チーム

※3 

令和 8 年 4 月以降に躰道部に

入部した 5 級以下の男女 
1 チーム 5 名※6 
旋体・旋陰から選択 

可 

 
※1：「原則として初段以上」とは、「監督の推薦があれば下記の級位も出場可」という意味です。

出場種目申し込み時に、「種目別出場選手申込書」のエントリー情報欄に、監督推薦者であ

ることがわかるようチェックを入れて下さい。各大学の監督は、同申込書及び本要項の内容

を確認し、提出を承認することを「書類確認・提出承認書」で明示してください。 
なお監督は、人数不足などの理由で選手を推薦するのではなく、あくまで原則規定している

出場資格に相当する実力を有している選手に限り、推薦するようお願いします。 
＜監督推薦の基準＞ 

9 月 3 日（木）までに下記の級位を取得しているものに限ります。（見込み不可） 

競技種目 監督推薦出場資格 
個人法形 監督推薦により 2 級以上も可 
団体法形 監督推薦により 4 級以上も可  
団体展開 監督推薦により 4 級以上も可 
団体実戦 監督推薦により 1 級以上も可 

  



 

 

※2：団体実戦競技においては原則として 1 チーム 5 名ですが、3 人以上でエントリー可とします。 
 
※3：新人団体競技においては、最大 2 チームまで出場可能です。 

このとき、旋体チームには 3 人以上男子選手・旋陰チームには 3 人以上女子選手をメンバーに
入れてください。補欠選手によって選手構成が変動する場合も、これを守ってください。 
前述の規定内であれば出場するチーム数を問わず、体・陰の指定はありません。 
なお、2 チーム出場の場合、同一選手が 2 つのチームに重複して出場することはできません。 

 
※4：個人法形競技の指定法形は、1・2 回戦が捻体（男子）／捻陰（女子）、3 回戦以降は、体の法

形（男子）または陰の法形（女子）から自由選択です。 
 
※5：面ピットは男女共に着用を選択できるものとします。ただし、団体実戦で監督推薦により級位

の選手が出場する場合は、男女共に必ず面ピットの着用を義務付けるものとします。 
また、初段以上の選手でも、当該選手の実戦競技の経験や実力に鑑み、各大学の指導者の責任
において面ピットの着用有無を判断してください。面ピット付属の赤テープは使用しないでく
ださい。 
 

※6：団体法形競技及び団体展開競技は、如何なる理由でも、規定人数に満たない場合は棄権としま
す。（規定人数不足での採点無しの演武等の対応はいたしません。） 

 
 
2-2.出場資格と制限 

1) 出場資格 
① 日本躰道協会に登録されている大学・短期大学の躰道部の部員で、令和 8年 9月分（第 2期）

までの協会費が登録時より継続的に支払われていること、「正会員」は令和 8 年度までの正
会員費が継続的に支払済みであること。 

 
② 看護学生、医歯薬・獣医学部 5・6 年生、留学生については、躰道部のある大学に学舎を持ち、

同大学の躰道部員として活動し、上述の規定を満たす者は出場を認めます。 
 
③ 一般道場生については、協会費または正会員費を納入している学生であることを条件に、個

人種目に限り出場を認める。なお、学生の定義は、学校教育法における高等教育機関のうち
以下に在籍している者とします。 

➢ 4 年制大学の 1～4 年生 
➢ 6 年生制大学（医歯薬・獣医学部）の 1～6 年生 
➢ 短期大学の 1～2 年生 
➢ 高等専門学校の 4・5 年生（短大生扱い） 

 
④ 躰道部のある大学に在学しているものの当該大学の躰道部には所属せず、一般道場に所属し

ている学生については、本大会が大学対抗戦を基本とすることから、③項規定の適用外とし、
当該学生が一般道場生として個人種目に出場することはできないものとします。 

 
⑤ 以下の者は、本大会の学生の定義外とし、出場を認めません。 

➢ 4 年生大学の大学院生 
➢ 高等専門学校の 1～3 年生（高校生扱い） 
➢ 学校教育法における専修学校の在籍者（いわゆる専門学校生） 
➢ 教育機関のうち、通信制大学のみに在籍する者 
➢ 教育連携制度等により『通信教育生』として③の高等教育機関に入学し、教育を受け

ているもの。 
➢ ①〜③の規定を満足しているが、③に規定する高等教育機関に初めて入学した後の

経過年数が 6 年を超える者。（7 年目の留年生・別の大学に再入学した場合など） 
➢ 留年等により標準的な教育機関在籍年数を超過した者。（4 年制大学の 5・6 年生等） 
➢ ①および②に規定する躰道部員については、初めて躰道部員として活動する高等教育

機関に入学した時点を始期とし、その後の経過年数が 6 年を超える者。また、一般道
場生については、③に規定する高等教育機関に初めて入学した時点を始期とし、その
後の経過年数が6年を超える者。（7年目の留年生・別の大学に再入学した場合など） 



 

 

➢ 在学期間中に休学している学生（大学が休学届けなどを受理しており、その間所属大
学躰道部において活動実績のないものに限る）の場合は、当該期間は標準的な教育機
関在籍期間に算入しない。 

 
2) 出場制限 

1 人 3 種目までとし、これに違反した場合は該当選手の出場種目はすべて失格となります。 
『 3）推薦出場枠 』に該当する選手にも、この出場制限が適用されます。 

 
3) 推薦出場枠 

前年度個人種目ベスト 3 選手のうち、今年度大会も出場資格を有する場合は、出場枠とは別に
実行委員会の推薦で出場できます。 

 
4) ドクターストップによる補欠制度 

全ての団体種目に関して、大会中に怪我などによる棄権者が出た場合、申込み時にエントリー
されている補欠者を出すことができる制度です。補欠の人数は、団体法形と団体実戦は各 1 名、
団体展開は 6 名まで可とします。補欠も 1 種目とするため、補欠エントリー種目含め、3 種目が
上限となります。 
＜補欠適用条件＞ 
➢ 競技中の怪我によりドクターストップが下され、申し込み時よりエントリーされた補欠

者がいる場合のみ、次の試合より選手変更が可能となります。 
➢ 変更の際は、各コート責任者に必ず報告し、本部で承認されてから変更となります。 
➢ 本補欠制度を適用した後は、棄権選手が回復したとしても競技復帰できません。 
➢ ドクターストップが下された場合は、いかなる理由でもその後の試合には参加できませ

ん。ドクターの判断を無視した場合は、全競技の得点が無効となりますので注意してく
ださい。 

 
5) 棄権・ドクターストップ・補欠制度等について 

全競技種目における、棄権・ドクターストップ・補欠制度等については、日本躰道協会審判局
から 2014 年 9 月 5 日付で発行された同内容の通知書（本要項にも添付）に従うものとします。
但し、同通知書と本要項の記載内容に差異がある場合は、本要項の内容を優先します。 
 

6) 競技中の怪我について 
 競技中に怪我が発生した場合は、大会担当医務または審判の判断により、当該選手またはチー
ムの競技を中止とします。とくに、脳震盪、またはその恐れがある場合は試合続行不可とし、後
続のエントリー競技への出場も不可とします。 

 
 7) 注意事項 

全ての競技種目において、出場資格と制限から逸脱して競技に出場していることが発覚した場
合、故意または過失に係わらず、当該選手の所属する大学が出場する全ての競技の得点が無効と
なります。 

 
 
2-3.選手の遵守事項 

1） 出場選手は「躰道五条訓」を練習しておいてください。 
 

2） 大会当日には、学生証・「マイナ保険証（所持していない場合は資格確認書）」を必ず持参して
ください。 
なお、大会に出場した選手は、実行委員会の手配にて保険に加入頂きますので、大会中の怪我に
よる治療に対して保険申請を行いたい場合は、実行委員会までご連絡下さい。 
 

3） 出場選手は日本躰道協会公認の躰道着を着用してください。躰道着の左右の上腕部に大学名・個
人名を入れることや、一般的な常識範囲内のマークを取り付けることは認められています。 

4） 出場選手は、躰道着の背面部に所属する大学名のゼッケンを必ずつけてください。ゼッケンの無
い選手の出場は認めません。 
なお、ゼッケンの大きさは、縦 7cm×横 20cm とし、白い布地に黒字（漢字）とします。 
 



 

 

5） 団体展開競技に出場する選手は躰道着の背面部に背番号のゼッケン（主役＝主・旋技＝1・運技
＝2・変技＝3・捻技＝4・転技＝5）を、必ず取り付けてください。 
なお、背番号ゼッケンの大きさは、約 20cm 四方とし、白い布地に黒字とします。 
 

6） 実戦競技に出場する選手は、指定プロテクターを必ず躰道着の下に着用してください。また、面
ピットは男女ともに着用を選択できるものとし、着用する場合は、日本躰道協会公認の面プロテ
クターを着用してください。ただし、級位選手が実戦競技に出場する場合は、面プロテクターを
必ず着用してください。なお、プロテクターは競技会場に入場する前に着用し、会場での取り付
けは一切しないようにお願いします。 

※ 面プロテクターについて、怪我等の理由によりドクターからの特別な指示がある場合は、
事前にご連絡ください。実行委員会及び日本躰道協会審判局で検討させていただきます。 

 
7） 出場選手は、自身の段級位に合致した帯を着用して下さい。 
 
8） 道着上衣内にインナーを着用する場合は、原則白色無地の T シャツのみ可とします。白色以外の

色や柄物は着用不可とします。なお、道着着用時に見えなければ、胸位置にマークや文字など小
さくワンポイントでプリントや刺繍されているものも可とします。 
以上の規定に違反すると失格となることに加え、以下の場合も出場できません。 

➢ 躰道着の背面部に、所属大学名又は背番号のゼッケン以外の物を取り付ける。 
➢ 故意に団体展開競技の番号に、団体・大学名を入れる。 
➢ 左胸部の「躰道」のマークを他のものに替える。 
➢ 袖口や袴を、短く切ったり捲ったりする(中段構えの際に、肘が出たりふくらはぎが出て

いるものは違反と見なします)。 
 

9） 携帯電話（スマートウォッチを含む）、財布、ヘアピンなど、競技に不必要な物品は、コートへ
の持ち込みを禁じます。競技中に発覚した場合は失格となります。 

なお、髪留めはゴムバンド以外禁止とします。 
 
10） 選手は、自分あるいは相手に危険を及ぼす可能性のあるものおよび華美な化粧を含む装飾品類

（ネックレス・イヤリング・指輪等）を身につけることを禁じます。 
※ 病気など特別な事情がある場合は事前申告とし、審判長と実行委員会で検討し認める場合

があります。 
 
 
2-4.競技の判定 

本院公認審判（研修生も含む）に審判を依頼し、「審判規定」に則って各競技の判定を行いま
す。各競技の結果に従って、「総合成績※1」「最優秀選手・優秀選手※2」「技能賞※3」を決定
します。 

※1：総合成績は、各競技種目の入賞得点を下表の通りとし、大学単位で合計得点の高い順に
表彰します。 
＜順位別得点表＞ （点） 

 優勝 2 位 3 位 4 位 
団体種目 10 6 3 1 
個人種目 7 4 2 1 

合計得点が同じ場合には、優勝→2 位→3 位→4 位の順で多い方を上位とし、それでも同位
の場合は、団体競技種目での入賞が多い方を上位とします。 

 
※2：最優秀選手は 1 名、優秀選手は 2 名を上限として、大会会長・審判長の協議によって選

出・決定します。なお、試合の状況により、該当選手がいない場合もあります。 
 

※3：技能賞は、今年度のテーマである『捻技』の優れた選手 1 名・もしくは団体 1 チームを大
会会長・審判長の協議によって選出・決定します。なお、試合の状況により該当選手がい
ない場合もあります。 
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【競技進行、時程に関する注意事項】

1.個人競技準決勝について

男女の個実・個法の準決勝進出選手が団体実戦に出場の場合は、団体実

戦を優先して実施とします。また、個実・個法の順番は選手招集状況次

第で適宜入れ替え、揃っている競技から実施します。

2.個人実戦の延長戦について

個人実戦の延長戦は予選では行わず、決勝・三決のみ1分の延長戦を1回

のみ実施とします。

3.時程短縮について

非常にタイト競技時程となっているため、早期の招集・点呼対応を心が

け、時程短縮にご協力ください。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大会実行委員長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 北里大学躰道部 部長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 日本武藝躰道三代宗家

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 前回大会優勝校（慶應義塾大学）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 前回大会優勝校（慶應義塾大学）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 前年度準優勝校（東京大学）

　

　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大会審判長

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大会実行副委員長

女子団体実戦
準決勝

8

男子団体実戦
準決勝

7

女子団体実戦
準決勝

9

男子団体実戦
準決勝

8

決勝戦

男子個人実戦

新人団体法形 決勝戦

３位決定戦

閉 会 宣 言

女子個人実戦

女子団体実戦 ３位決定戦 男子団体実戦

１６：３０　閉会式

表 彰 授 与

講 評

女子団体実戦 決勝戦 男子団体実戦

小 松 武

本 田 拓 馬

男子団体展開

Ｅ コート

男子団体実戦
準々決勝

6

齋 藤 凛 ノ 助

１３：３０　予選（午後の部）　Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｅ コート

Ｂ コート Ｄ コートＡ コート

女子団体実戦
準々決勝

4

男子団体実戦
準々決勝

3

女子団体実戦
準々決勝

7

決勝戦

３位決定戦・決勝戦

大　会　次　第　（予選・午後の部／決勝）

１３：００　開会式

開 会 宣 言 春 日 世 生

大 会 会 長 挨 拶 久 保 誠

祝 嶺 正 献宗 家 挨 拶

優勝旗・優勝杯返還

選 手 宣 誓

躰 道 五 条 訓 唱 和

鈴 木 龍 也

鈴 木 龍 也

３位決定戦・決勝戦

決勝戦

女子団体法形 決勝戦 男子団体法形 決勝戦

女子団体展開

１４:３０　決勝戦・３位決定戦　A・Bコート

A コート B コート

３位決定戦・決勝戦 男子個人法形 ３位決定戦・決勝戦女子個人法形



個人実戦競技（男子の部）
試合時間 1 分 30 秒 (三位決定戦決及び決勝のみ延長あり)
初段以上の男子 面ピット(選択可) ・プロテクター着用

第３位 第４位優勝 第２位



1  2  / 3 
 2 

第３位 第４位優勝 第２位

捻体の法形体の法形から自由選択捻体の法形



個人実戦競技（女子の部）
試合時間 1 分 30 秒 (三位決定戦及び決勝のみ延長あり)
初段以上の女子 面ピット(選択可) ・ プロテクター着用

第３位 第４位優勝 第２位



1  2  / 3 
 2 

第３位 第４位優勝 第２位

捻陰の法形陰の法形から自由選択捻陰の法形



男子団体実戦競技
試合時間 1 分 30 秒 1 チーム 3 ～ 5 名

原則として初段以上の男子（監督推薦により 1 級以上も可）
面ピット(選択可) ・ プロテクター着用 （ただし、級位は面ピット必着）

第３位 第４位優勝 第２位



女子団体実戦競技
試合時間 1 分 30 秒 1 チーム 3 ～ 5 名

原則として初段以上の男子（監督推薦により 1 級以上も可）
面ピット(選択可) ・ プロテクター着用 （ただし、級位は面ピット必着）



男子団体法形競技　9チーム

体の法形から自由選択 　1 チーム 5 名 男女混合不可
原則として初段以上の男子（監督推薦により 4 級以上も可）

予　　選

No. 団体名 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

1 福島県立医科大学チーム

2 防衛医科大学校チーム

3 北里大学チーム

4 早稲田大学チーム

5 琉球大学チーム

6 千葉大学チーム

7 北海道大学チーム

8 東京大学チーム

9 慶應義塾大学チーム

決　　勝

No. 団体名 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

10

11

12

13

優勝　 第2位 第3位 第4位



女子団体法形競技　10チーム

陰の法形から自由選択 　1 チーム 5 名 男女混合不可
原則として初段以上の女子（監督推薦により 4 級以上も可）

予　　選

No. 団体名 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

1 防衛医科大学校チーム

2 北海道大学チーム

3 福島県立医科大学チーム

4 法政大学チーム

5 東京科学大学チーム

6 北里大学チーム

7 早稲田大学チーム

8 千葉大学チーム

9 慶應義塾大学チーム

10 東京大学チーム

決　　勝

No. 団体名 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

11

12

13

14

優勝　 第2位 第3位 第4位



男子団体展開競技　8チーム

1 チーム 6 名 　男女混合不可 　背番号着用
原則として初段以上の男子（監督推薦により 4 級以上も可）

予　　選

No. 団体名 主審副審1副審2副審3副審4副審5合計タイム
時間

減点

場外

減点

開始

減点
得点順位

1 山梨大学チーム

2 福島県立医科大学チーム

3 千葉大学チーム

4 琉球大学チーム

5 早稲田大学チーム

6 北海道大学チーム

7 東京大学チーム

8 慶應義塾大学チーム

決　　勝

No. 団体名 主審副審1副審2副審3副審4副審5 合計 タイム
時間

減点

場外

減点

開始

減点
得点 順位

9

10

11

12

優勝　 第2位 第3位 第4位



女子団体展開競技　9チーム

1 チーム 6 名　 男女混合不可　 背番号着用
原則として初段以上の女子（監督推薦により 4 級以上も可）

予　　選

No. 団体名 主審副審1副審2副審3副審4副審5合計タイム
時間

減点

場外

減点

開始

減点
得点順位

1 北里大学チーム

2 東京大学チーム

3 福島県立医科大学チーム

4 東京科学大学チーム

5 北海道大学チーム

6 早稲田大学チーム

7 千葉大学チーム

8 山梨大学チーム

9 慶應義塾大学チーム

決　　勝

No. 団体名 主審副審1副審2副審3副審4副審5 合計 タイム
時間

減点

場外

減点

開始

減点
得点 順位

10

11

12

13

優勝　 第2位 第3位 第4位



新人団体法形競技　21チーム
旋体・旋陰から選択 令和 8年 4 月以降に躰道部に入部した 5 級以下の男女

1 チーム 5 名（ 4 名以下不可）　旋体の場合は男子 3 名以上、旋陰の場合は女子 3 名以上の人員構成とする

予　　選　　(A組 No 1 ~ 10)

No. 団体名 選択法形 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

1 山梨大学チーム 陰1

2 千葉大学Bチーム 体1

3 琉球大学チーム 陰1

4 北里大学Bチーム 体1

5 防衛医科大学校チーム 陰1

6 北海道大学Bチーム 体1

7 東京科学大学チーム 陰1

8 早稲田大学Aチーム 体1

9 慶應義塾大学Bチーム 陰1

10 東京大学Bチーム 陰1

予　　選　　(B組 No 11 ~ 21)

No. 団体名 選択法形 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

11 北海道大学Aチーム 陰1

12 神戸学院大学チーム 体1

13 早稲田大学Bチーム 陰1

14 同志社大学チーム 陰1

15 福島県立医科大学チーム 陰1

16 千葉工業大学チーム 体1

17 北里大学Aチーム 陰1

18 千葉大学Aチーム 陰1

19 東海大学清水チーム 陰1

20 東京大学Aチーム 体1

21 慶應義塾大学Aチーム 体1

決　　勝

No. 団体名 選択法形 主審 副審 副審 場外減点 合計得点 順位

22

23

24

25

26

27

優勝　 第2位 第3位 第4位



得点表＜総合＞

大学名

個人種目競技 団体種目競技

合計点 順位男子 女子 男子 女子 新人

団法実戦 法形 実戦 法形 実戦 法形 展開 実戦 法形 展開

北海道大学

北里大学十和田

福島県立医科大学

新潟医療福祉大学

防衛医科大学校

千葉工業大学

千葉大学

大東文化大学

東京大学

東京科学大学

早稲田大学

法政大学

慶應義塾大学

北里大学

山梨大学

東海大学清水

神戸学院大学

琉球大学

徳島大学

日本体育大学

東京家政大学

神奈川大学

新潟大学

東北福祉大学

東北大学

二松学舎大学

上智大学

拓殖大学

同志社大学

立正大学

中央大学

金沢工業大学

＊団体種目　１位・・・１０点 ２位・・・６点 ３位・・・３点 ４位・・・１点
＊個人種目　１位・・・7点 ２位・・・4点 ３位・・・2点 ４位・・・１点
　　　　同位の場合には、優勝→２位→３位→４位の順で多い方を上位とし、それでも同位の場合は、
　　　　団体競技種目での入賞が多い方を上位とします。




